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自然科学博物館の歴史（要約）

• 1949 旧制第一高等学校と東京高等学校を母体に、新制東京
大学教養学部がスタート

• 1952 自然科学博物館準備委員会が発足

• 1953 自然科学博物館委員会が設置

• 1978 １号館時計台下に展示スペースを確保

• 2003 美術博物館と合同で駒場博物館を組織し、改築した旧
図書館（教務課・美術博物館として長く使用）に移転。

発足後25年後に展示室を得て、50年後に建物を得た。



特徴

• 旧制一高時代からの標本（一部）、掛図、理化学器械などと、
新制大学移行時の購入標本を基本に、教員・学生が集めた資料
を追加

• 野外での実習、講演会、見学会などの行事を主催

• 教養学部地学見学旅行とのリンク

• 地学教室の教員が主導したが、生物学・図学などの教員が参加。

• 学生の自主的なサークルが複数存在し、活動を支えた

• 当初、展示室はおろか収蔵スペースもない「仮想博物館」状態
であった －教員の「自然科学博物館委員会」が運営

• 収蔵標本の選定には教育目的が強く意識されていた

• 90年代に入ると活動の停滞が目立つ

------

「教養学部報」の記事から当時の様子を追う ↓
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自然科学博物館の活動

• 発足時、学外での見学会や講演会を実施

• 1960年代 地学見学旅行

「石くれ会」「巡検ゴロ」・・・

• 1965 秩父鉱山見学（1週間）片山教授・濱田助手・学生

• 1978 展示室の整備

• 1980年代 東大昆虫同好会の発足

• 1983 三宅島の噴火 特別展

• 1986 大島噴火 講演会

• 1987 「生きている化石」展

• 1990年代 標本の救出・移動

• 2003 改装された旧図書館に移転、駒場博物館の発足

• 以後、駒場博物館として維持存続
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自然科学博物館と私

• 1986入学時は「幻の博物館」

地学見学旅行に参加、「生きている化石から学ぶ」ゼミ

• 1987「生きている化石展」の展示制作に参加

• 1987生きている化石研究会(WOLF)の立ち上げに参加

• 1995, 1996と「鉱物展」の展示制作、一般公開

• 1997 大学院退学。居候に。1998からNHK学校放送に関与

• 駒場の講義棟改築・建替えに伴う標本の救出、整理

• 2001 「化石展」の展示制作、公開

• 2001より5年間、非常勤職員（技術補佐員）

• 2003 自然科学博物館の移転、駒場博物館の発足

• 2003 武蔵工業大学（現・東京都市大学）専任講師

• 2009 自然科学科の立ち上げ、学芸員課程設置

現在に至る



東京大学 教養学部 自然科学博物館委員会（宇宙地球科学）
地学標本についてのメモ ['95/11/19 濱田] 

設置：美博と共に委員会は早くから発足

活動：

展示場を持たぬまま、一高時代の教育標本を中心に、地学教
室時代の 各教官が、フィールドで鋭意収集した研究用標本を
加えて充実に努めてきた。 activityとしては工場、鉱山、船の
見学会、講演会を年２回定期的に開催。 委員長は片山教授、
図学の複数教授、数学の上野教授、浜田でつとめた。



収集：

地学標本のうち、教官のかかわったものの主要コレクションは

（順不同）

片山：放射性鉱物（学振のウラン・トリウム委・委員長時代）

岩生：北欧岩石・鉱物（ＩＧＣ）

インド岩石・鉱物（ＩＧＣ、浜田も協力）

立見：キースラーガー他、変成岩も

地文研：秩父鉱山のコレクション

伊藤・中村他：巡検時の採集品

湊：主として粘土鉱物・ゼオライト他窯業鉱物・素材

浜田：東シナ海、セイロン、紀州などの現生サンゴ類

購入品：様々な化石等、教育用・地球大紀行時代

その他：折にふれ皆で努力した。



背景

• 国内の鉱山が活発に採掘を行っていた時期（1950､60年代）

• 教養教育の一環だが、工学の視点がある

• 巡検とセットの標本収集

• 教員個人の研究にともなう標本の蓄積

• 教育用に使えるものを取り分けていた形跡がある

• 「環境／システム」の視点を入れた先駆的な試み（80年代）

• 学生の自主的な活動の成果をとりこむ／支援

• 大学博物館の世間的な認知（1990年代）

• 教員の世代交代に伴う活動の衰退

ものを扱わなくなる傾向









University of Glasgow
Hunterian Museum

William Hunter(1718-1783)
のコレクションをもとに、
1807に開館





現代的な意味はあるか？

• 自然史教育に「もの」は必要。

• 博物館は、ベースとしての重要性がある

• どうやって理解を広げていくか？

• 「もの」を扱う他の領域との連携

工学・理学の壁をなくす。

動植物・理化学器械・考古・美術…

• まず蓄積。



四半世紀かけて博物館を作ろう




